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私たちの目指すもの
私たちは、公共交通整備と土地開発をルーツとし、

人々が理想とする楽しさ・豊かさ・美しさの実現と寄り添い、
質の高い、洗練された生活価値を提供します。
「美しい生活環境の創造」を目指し、

ステークホルダーの皆様との信頼関係を築きながら、
「調和ある社会」と、「一人ひとりの幸せ」を追求します。

原点／DNA

まちづくりを通じた社会課題解決
▪交通と開発が一体となったまちづくり
▪新しい視点での生活品質を提供
▪ 地域共生と文化振興

価値基準

〈グループスローガン〉

美しい時代へ ─ 東急グループ
「美しさ」それは東急グループの、
次の時代に向けた道しるべであり、価値基準です。
我々が求める「美しさ」とは、人、社会、自然が調和した中で、
国を超え世代を超え、一人ひとりの心に深い感動を
呼び起こすありようのことです。

東急グループは、洗練され、質が高く、健康的で、 
人の心を打つ「美しい生活環境の創造」を自らの事業目的とし、 
その実現に全力で取り組みます。
そして優しさと思いやりにあふれた「調和ある社会」の中で、
一人ひとりが自分らしく生き、幸せを実感できるよう、 
お役に立ちたいと考えます。

「美しい時代へ」には、我々東急グループが、 
自ら美しくあり続ける覚悟と、
美しい生活環境を創る先駆者になる決意が込められています。

社会における
使命・役割

〈存在理念〉

美しい生活環境を創造し、
調和ある社会と、
一人ひとりの幸せを追求する。
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統合報告書2026の発行にあたり
当社では、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの皆様に、当社グループの目指す方
向性や戦略、ガバナンスについて、財務・非財務の両面からご理解いただけるよう、統合報告書
を発行しています。統合報告書2026では、「資本効率も重視する経営」を掲げた中期3か年経
営計画の最終年にあたり、各施策の取り組みと成果、および今後の展望をお伝えします。次の
ステージを見据え、トップメッセージでは「世界が憧れるまち」の実現にかける想いを、財務担
当役員からは変化する事業環境下での財務戦略を、社外役員からは独立した立場からの率直な
評価と今後の課題をお伝えしています。また本号では、前号と比べ掲載情報を厳選した簡潔な
構成および、AIによる情報活用に適した構造とすることで、よりご利用いた
だきやすい報告書としました。今後も統合報告書を通じて、価値共創と持
続的な企業価値の向上に取り組んでまいります。

東急株式会社 常務執行役員 経営企画室管掌
統合報告書2026 発行責任者 柏﨑 和義

  報告対象
範囲： 東急株式会社および連結子会社（当社グループ）
期間： 2025年4月1日～2026年3月31日（2025年度）

を原則としますが、一部、当該期間外の活動につ
いても記載しています。

発行： 2026年9月

  参照ガイドライン
IFRS財団の「国際統合報告フ

レームワーク」および経済産業省
「価値協創ガイダンス」を参照し
ています。

〈将来の見通しに関する特記事項〉
この報告書に記載されている意見や見通しは、報告書作成

時点における当社の見解であり、その情報の正確性および完
全性を保証または約束するものではありません。このため将
来の業績は当社の見込みと異なる可能性があります。

最新の情報はIRサイトをご参照ください。
 https://ir.tokyu.co.jp/ja/ir.html

  情報開示体系
当社では、統合報告書をはじめとしたさまざまな媒体

を通じて、ステークホルダーの皆様との積極的なコミュ
ニケーションを行っています。
本書は、株主・投資家をはじめとするステークホル

ダーの皆様に向けて、当社の短・中・長期の価値創造
について、サステナブル経営の仕組みとともに説明して
います。網羅的な財務・非財務データや個別の取り組
みの詳細は、IRサイト・サステナビリティサイト等も併
せてご参照ください。

ストーリー性

情報の網羅性

財
務
情
報

非
財
務
情
報

 統合報告書 

コーポレート・
ガバナンス

 報告書 

 有価証券報告書 
 決算短信 
 決算説明会資料 
 FACT BOOK 

 IRサイト  サステナビリティサイト  

※サステナビリティの取り組みやデータに関する詳細は、こちらをご参照ください。  https://tokyu.disclosure.site/ja
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統合報告書2026の対話テーマ

経営・社外役員の視点

1  トップメッセージ P.4

“選ばれ続ける沿線”
に向け、ソリューショ
ンカンパニーとして
のポジションを確立
する。

2 財務担当役員メッセージ P.25 3 人材戦略室長メッセージ P.36 4 社外役員の活動

▪社外取締役ミーティング - - - - - P.54

▪ 取締役会における 
主な意見・確認事項 - - - - - - - - - - P.56

▪社外取締役メッセージ - - - - - - - - P.56

企業価値向上に向けた対話テーマ

企
業
価
値
向
上

ROE向上
ROA

▪中期経営計画の重点施策の進捗は? ▪経営戦略 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.19

▪各事業の状況と成長に向けた取り組みは? ▪事業別戦略 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.28

最適な財務レバレッジ ▪成長を支える財務運営のポイントは? ▪財務担当役員メッセージ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.25

株主資本コスト
最適化

高いエリア価値
▪事業基盤である東急線沿線の特徴は? ▪東急を知る - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.8

▪東急の「地域コングロマリット経営」とは? ▪価値創造ストーリー - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.12

事業推進基盤強化 ▪人的資本経営のための「人材マネジメントポリシー」とは? ▪ひとづくり- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.36

投資対象としての
透明性の確保

▪サステナビリティと経営の連動に向けた取り組みは? 
▪サステナビリティ推進の状況は?

▪サステナブル重要テーマ（マテリアリティ） - - - - - P.17

▪サステナビリティ経営基盤 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.33

▪取締役会の実効性向上に向けた取り組みは? ▪ガバナンス - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.51

安定的で成長力のある
事業・資産ポートフォリオ ▪事業・資産の最適化に向けた取り組みは? ▪重点施策の進捗 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P.20
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